
 
 
 
 
 

    

の ◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 
境
内
の
桜
は
散
り
尽
く
し
葉

桜
と
な
り
、
春
も
半
ば
を
過
ぎ
ま
し
た
。 

今
年
の
桜

は
、
例
年
に
も
増
し
て
早
く
開
花
し
、
三
月
下
旬
に
は

満
開
を
迎
え
、
四
月
の
上
旬
に
は
華
々
し
く
散
り
ゆ
き

ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
四
月
に
発
行
し
た
宮
司
プ

レ
ス
五
十
九
号
に
も
詳
述
（ 

し
ょ
う
じ
ゅ
つ
）
し

ま
し
た
が
、
休
眠
打
破
（
き
ゅ
う
み
ん
だ
は
）
、
い

っ
た
い
何
の
事
で
し
ょ
う
、
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す

か
。 

実
は
、
桜
の
開
花
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
事
で
あ

り
ま
す
。 

桜
の
花
は
、
冬
の
低
温
が
と
て
も
重
要

な
要
素
で
あ
り
ま
し
て
、
寒
さ
と
い
う
刺
激
が
、
そ

の
桜
の
花
を
長
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
の
で

あ
り
ま
す
。 

イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
「
パ
ー
シ
ー
・
シ

ュ
リ
ー
」
は
、「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
」
と

い
う
詩
を
残
し
て
い
ま
す
。 

米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン

ク
で
あ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
グ
ル
ー
プ
の
代
表
で
あ
る
、

イ
ア
ン
ブ
レ
ー
マ
氏
は
、「
今
、
世
界
は
、『
Ｇ
ゼ
ロ
』、

指
導
者
が
不
在
で
、
こ
の
十
年
は
秩
序
の
見
え
な
い

混
沌
（
こ
ん
と
ん
）
の
時
代
が
続
く
」
と
警
鐘
（
け

い
し
ょ
う
）
を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

ま
さ
に
、

厳
し
い
逆
境
の
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、「
冬
来

た
り
な
ば
」
冬
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
辛
抱
し

て
耐
え
抜
け 

     

ば
、
や
が
て
、
散
っ
た
桜
も
再
び
盛
り
と
咲
く
、「
春

遠
か
ら
じ
」、
幸
福
が
訪
れ
る
と
い
う
、
希
望
を
持

ち
た
い
も
の
で
す
。 

「
堪
忍
（
か
ん
に
ん
）
は
無

事
長
久
（
ぶ
じ
ち
ょ
う
き
ゅ
う
）
の
基
（
も
と
い
）」

で
す
の
で
、
辛
く
苦
し
い
こ
と
も
耐
え
忍
び
つ
つ
、

理
想
に
向
か
っ
て
進
み
た
い
も
の
で
す
。 

ナ
ポ
レ

オ
ン
治
世
（
ち
せ
い
）
時
代
の
「
あ
あ
無
情
」
の
作

者
で
あ
る
、
ビ
ク
ト
ル
ユ
ー
ゴ
は
、「
未
来
は
弱
き

者
に
は
不
可
能
、
臆
病
者
（
お
く
び
ょ
う
も
の
）
に

は
未
知
、
そ
し
て
、
思
慮
（
し
り
ょ
）
深
く
勇
敢
（
ゆ

う
か
ん
）
な
者
に
は
理
想
と
い
う
名
を
持
つ
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

未
来
を
理
想
と
い
う
名
に
す

る
た
め
に
も
、
日
々
を
積
極
果
敢
（
せ
っ
き
ょ
く
か

か
ん
）
に
、
前
向
き
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

◇
花
は
散
っ
て
も
ま
た
咲
き
、
月
も
欠
け
て
も
ま
た
、

満
ち
ま
す
が
、
人
の
命
は
一
世
限
り
で
す
。 

徒
然
草

（
つ
れ
づ
れ
ぐ
さ
）
第
九
十
三
段
に
も
「
さ
れ
ば
、
人
、

死
を
憎
ま
ば 

生
（
し
ょ
う
）
を
愛
す
べ
し
。 

存
命

（
ぞ
ん
め
い
）
の
喜
び 

日
々
に
楽
し
ま
ざ
ら
ん
や
」

と
記
（
し
る
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
が
生
き
て
、
今

存
在
し
て
い
る
と
い
う
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
、
死
を
憎
む
の
な
ら
、
そ
の
喜
び
を
日
々
確

認
し
、
今
あ
る
命
を
楽
し
む
べ
き
だ
と
、
生
き
て
い
る

今
の
あ
り
が
た
さ
を
自
覚
し
な
さ
い
と
、
優
し
く
諭

（
さ
と
）
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

今
あ
る
命
に
感
謝

を
捧
げ
る
、
こ
れ
こ
そ
が
、
神
社
神
道
の
真
髄
（
し
ん

ず
い
）
な
の
で
す
。 

江
戸
時
代
の
国
学
者
で
あ
る
、

本
居
宣
長
さ
ん
は
、 

「
敷
島
の 

大
和
心
を 

人
と
は
ば 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
日
に
に
ほ
う 

山
桜
花
」 

 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
和
歌
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
人
の
心
で
あ
る
大
和
心
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た

ら
、
そ
れ
は
、
咲
き
に
お
う
山
桜
花
の
よ
う
に
美
し
く

尊
い
も
の
だ
と
い
う
意
味
で
す
。 

「
存
命
の
喜
び
」

は
、
ま
さ
に
、「
朝
日
に
に
ほ
う 

山
桜
花
」
の
心
を

忘
れ
ず
に
生
活
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ち
な
み
に
、
戦
前
の
タ
バ
コ
の
銘
柄
（
め
い
が
ら
）
に
、

「
朝
日
」
「
敷
島
」｢

大
和｣

「
山
桜
」
が
あ
っ
た
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
。 

じ
つ
は
、
本
居
宣
長
さ
ん
は
、

「
思
ひ
草
（
タ
バ
コ
の
こ
と
で
す
）」
を
大
変
好
ま
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

現
代
風
に
も
う
し
あ
げ

る
と
、
か
な
り
の
「
ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
」
だ
っ
た
そ

う
で
、
そ
の
こ
と
に
あ
や
か
り
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
た

そ
う
で
す
。 

 

◇
さ
て
、
本
日
、
南
風
泊
（
は
え
ど
ま
り
）
漁
港
で
、

恒
例
の｢

小
型
機
船
（
こ
が
た
き
せ
ん
）
底
曳
網｣

そ
こ

び
き
あ
み
）
漁
業
組
合
」
の
「
網
お
ろ
し
」
、
海
上
安

全
大
漁
祈
願
祭
を
斎
行
（
さ
い
こ
う
）
し
ま
し
た
。 

船
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の
上
に
祭
壇
（
さ
い
だ
ん
）
を
拵
（
こ
し
ら
）
え
、
産

土
（
う
ぶ
す
な
）
の
神
様
、
彦
島
八
幡
大
神
様
、
船
の

神
様
、
海
の
神
様
、
そ
し
て
、
南
風
泊
の
海
士
（
あ
ま

び
と
の
守
護
神
（
し
ゅ
ご
し
ん
）
で
あ
る
恵
比
須
大
神

（
え
び
す
お
お
か
み
）
様
を
お
招
き
し
て
御
奉
仕
申
し

上
げ
ま
し
た
。 

終
了
後
は
、
舳
先
（
へ
さ
き
）
か
ら
、

船
に
乗
り
移
り
、
塩
と
切
麻
（
き
り
ぬ
さ
）
で
一
艘
（
い

っ
そ
う
）、
一
艘
、
丁
寧
に
お
清
め
し
ま
し
た
。 

御

札
（
お
ふ
だ
）
も
、
一
艘
づ
つ
、「
為
書
（
た
め
が
き
）」

を
し
ま
す
。 

御
札
の
右
側
に
、「
祈 
海
上
安
全 

大

漁
満
足
」、
そ
し
て
、
左
側
に
、「
為 

○
○
丸 

氏
名 

様
」
と
墨
書
（
ぼ
く
し
ょ
）
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

今
日
は
、
春
の
海
、

「
の
た
り
の
た
り
」
と
波
静
か
で
し
た
が
、
や
は
り
、

海
の
上
で
す
か
ら
、
時
折
、
揺
ら
め
き
ま
す
が
、
足
を

踏
ん
張
り
つ
つ
、
集
中
力
を
保
ち
な
が
ら
御
奉
仕
申
し

上
げ
ま
し
た
。 

晩
春
の
風
物
詩
で
あ
り
ま
す
。 

 

◇
私
共
を
と
り
ま
く
環
境
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
前
述
の
と
お
り
、「
堪
忍
は
無
事
長
久
の
基
」、

「
存
命
の
喜
び
日
々
に
楽
し
ま
ざ
ら
ん
や
」
で
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
が
輝
か
し
い
理
想
と
な
る
よ
う
お

祈
り
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
三
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

＊
三
月
一
日
、
十
五
日 

▼
貴
布
禰
神
社
月
次
祭 

＊
三
月
一
日 

▼
横
浜
デ
ィ
エ
ヌ
エ
ー
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
下
関
フ
ァ

ン
集
い
の
会
必
勝
祈
願
祭 

＊
三
月
三 

 
 

 

▼
南
風
泊
恵
比
須
神
社
例
祭 

＊
三
月
十
五
日 

 
 

 

▼
春
季
祖
霊
祭 

＊
三
月
二
十
一
日 

 

※
家
の
宗
旨
が
神
道
の
方
々
の
合
同
の
祖
霊
祭 

 

◆
境
内
の
桜 
＊
三
月
三
十
一
日 

 
 

 

◇
三
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◆
維
蘇
志
会
役
員
会 

＊
三
月
二
日 

◆
敬
神
婦
人
会
監
査
会 

＊
三
月
七
日 

◆
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
三
月
十
四
日 

◆
維
蘇
志
会
勉
強
例
会 

＊
三
月
十
五
日 

◆
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
打
合
せ
＊
三
月
二
十
四
日 

◆
維
蘇
志
会
監
査
、
役
員
会 

＊
三
月
三
十
一
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◆
山
口
県
神
社
庁
祈
年
祭
、
神
宮
大
麻
増
頒
布
推

進
委
員
会 

＊
三
月
七
日 

 
 

◆
下
関
市
神
社
総
代
会
、
下
関
市
敬
神
婦
人
会
役
員
会
、 

 
 

支
部
神
宮
大
麻
頒
布
終
了
奉
告
祭
、
支
部
内
研

修
会 

＊
三
月
九
日 

◆
薩
長
土
肥
神
職
の
集
い
＊
三
月
十
二
日~

十
三
日 

◆
大
坪
八
幡
宮
白
石
宮
司
通
夜
祭
参
列 

＊
三
月
二
十
三
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
下
関
支
部
施
設
慰
問 

＊
三
月
二
十
七
日 

※
陽
光
苑
、
梅
花
苑 

◆
山
口
県
神
社
庁
教
学
研
究
部
委
員
会
、
研
修
会 

 

＊
三
月
二
十
八
日 

◆
山
口
県
神
社
庁
祭
式
研
修
会 

＊
三
月
二
十
八
日~

二
十
九
日 

 

▼
講
演
活
動 

 
 

◇
神
道
会
総
会
に
て
記
念
講
演
＊
三
月
二
十
一
日 

 

▼
教
誨
活
動
、
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー 

 
 

◇
集
合
教
誨(

女
子)  

＊
三
月
十
二
日 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

◇
習
字
教
室 

＊
三
月
一
日 

 

▼
教
育
関
係 

◇
挨
拶
運
動
、
玄
洋
中
学
校
卒
業
式 

＊
三
月
九
日 

◇
西
山
小
学
校
卒
業
式 

＊
三
月
二
十
日 


